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1. 序

 舞踊はそれ自体で独立 し得る芸術であるが, 実

際には音楽なしの舞踊作品はほとんど見 られない。

本研究では舞踊 と音楽のこの密接な関係の意味を

考えることが目的である。そのために, これまで

舞踊の3つ の主要なジャンルにおける舞踊 と音楽

の関係 を概観 してきた。その結果, 舞踊 と音楽を

独立して作 りそれらを一つの作品として実験的に

同時進行するという手法をとった舞踊家M.カ ニ

ングハムと故前衛音楽家J. ケージの共同作業が

つ くりだす特徴ある舞踊 と音楽の関係が浮かび上

がってきた。そこでその共同作業の意味を中心に

文献 を通 して考察 し, 舞踊 と音楽の関係の一側面

を見ていく。

2. 共同作業に取り組むようになった経緯

コーニ ッシュ芸術学校でダンスクラスの伴奏者

兼作曲家として, ケージはカニングハムの前に現

れた。その後ケージは, グラーム舞踊団のソリス

トとしてN. Yで 活躍するカニングハムに独立す

るように促し,「何か二人で一緒 にやらなければな

らない」と彼 を説得 した。そして1942年 以降, 50

年ちか くも共同作業に取 り組んでいった。

3. 舞踊と音楽の絆

 彼等の共同作業は, お互いに全 く干渉すること
な く, それぞれの仕事を作 り上げるというところ

が最大の特徴であるといえる。そしてそれらを実

験的に同時進行させて, そこで何が起こるのかそ

れ自体を目的としている。舞踊 と音楽は, その起

源を 「人間の情動的衝動の動的随伴」註)としてい

る。これはつまりそれらの発生起源は等 しく 「人

間」であるということを示唆 し, このように血縁

的関係の舞踊と音楽の間には, 根源的な 「絆」が

あるといえよう。そ してカニングハムとケージは

そういった 「絆」を確信 していたのではないか。

つまり舞踊と音楽はどんなに独立 してつ くっても

それらを同時進行 させると, そこに何かが生 じ, 

それは生みの親である人間に響 くはずだ, という

確信である。彼等の共同作業は, そういった舞踊

と音楽の 「絆」 を浮き彫 りにすることができるの

ではないか。

カニングハムとケージは, 1940年代初期 より時

間 ・空間芸術である舞踊 と音楽の新 しいあり方 を

目指 して 「リズム構造」の概念を中心 とした共同

作業 を始め た。そ の 「リズム」 はL.ク ラーゲス

等の説 く生命現象そ の もの, 単 なる機械 的反復 で

はな く質的変化 を伴 った類似者 の更新, 持 続的 な

時 間性 と空間性 を有 した もの と考 える ことが で き

る。「リズ ム構 造」 をふ まえた共 同作業 は, 時 間

と拍節 を厳 密 に共有 してい る とい う点 におい て, 

まだ比較的制約 を含 んでい る ものだった。それ を

経 た後彼 らは, 舞 踊 と音楽が完全 に独立す る方向

に向かったのだが, そ れ は独 立 しなが らも本質的, 

有 機 的一部 となる関係 一絆 一を築 くこ とに向か っ

た といえる。その絆 とは文化人類学者のE. ホ ー

ルの説 く, 人 間間の原初 的結 びつ きであ る共調 動

作, つ ま り生 きた リズム を根底 と した無意識的繋

が り, と考 え られるのではなかろ うか。接 し合 っ

ている人 間は, 音 楽 も伴奏 もな くとも共調 してお

り, そ のシ ンクロナイズ された動作 の無 意識 の底

流が人 間集 団を結 びつけている とい う。即 ち, カ

ニ ングハ ム とケージの目指 した舞踊 と音 楽のあ り

方 は, 独 立 してはいるが相互 に認 め合 い, お互 い

の本質的一部で あるような関係 とい うものである。

これ は, 柴(1993)も 指 摘す る ような, 各 々の個

性 を認め一つの独立 した存在 として他者 と自己 を

把握す るこ とが一つの 目安 となる豊 かな人 問関係

に, 類 似 してい ると考 えられ る。

4. 結 語

 以 上 よ り, 彼 等の舞踊 と音楽のあ り方 は, 目 に

はみえないが確 か に存在 してい る 「絆」 を確信 し

ている人間同士 の関係 に類似 してい ると考 えられ

る。 またそのあ り方は 「人間が生 きている過程そ

の もの」 を現前 させ る とも考 え られる。その現前

が人間に響 くのであれば, そ れは一つに舞踊 と音

楽 の深 い絆が もた らした とも考 え られるのではな

かろうか。
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